
平成１８年（２００６年）１月１日
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１月は市・都民税普通徴収第４期、国民健康保険料第７期、介護保険料第７期の納期です
◆納税課（�田 �内線1353）、保険年金課（�田 �内線１４８１）、
介護保険課（�保 �内線２３２２）
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と　こ　ろと　　　き

上向台小学校２階　図書室１月１０日�　
午後７時～９時

ひばりが丘公民館　集会室１月１８日�　
午後７時～９時

芝久保地区会館　談話室１月２６日�　
午後７時～９時

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
や

ご
意
見
を
、
市
長
が
直
接

お
聞
き
す
る
車
座
集
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ど
こ
の
会
場
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
当
日
直
接
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
持
ち
物
…
上
履
き
と
靴

袋
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

◆
市
長
室（
�田
 
�
内
線　

）
1262

　

市
の
市
民
憲

章
は
、
新
市
誕

生
３
周
年
を
記

念
し
、
平
成　
１６

年
１
月　

日
に

２１

制
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

市
で
は
、
市

民
憲
章
へ
の
関

心
を
高
め
る
た

め
に
、
市
内
在
住
・
在
学
の
中
学
生
の
皆
さ
ん
に
、
市
民
憲
章
を
も
と
に
絵

画
作
品
を
作
成
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
度
は　

点
の
応
募
が
あ
り
ま

１１

し
た
。
こ
の
ポ
ス
タ
ー
作
品
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

◎
第
１
回
…
１
月　

日
（
火
）
〜　

日
（
金
）・
田
無
庁
舎

１０

１３

◎
第
２
回
…
１
月　

日
（
水
）
〜　

日
（
月
）・
ア
ス
タ
ビ
ル
２
階
セ
ン
タ
ー

１８

２３

コ
ー
ト

◎
第
３
回
…
１
月　

日
（
水
）
〜　

日
（
土
）・
保
谷
こ
も
れ
び
ホ
ー
ル

２５

２８

※
３
回
と
も
初
日
は
正
午
か
ら
、
最
終
日
は
午
後
５
時
ま
で
。

◆
企
画
課
（
�田
 
�
内
線　

）
１１２０

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
負
担
上
限
額
の
変
更

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
負
担
上
限
額
の
変
更

　

介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
よ
り
、
平
成

　

年　

月
サ
ー
ビ
ス
利
用
分
か
ら
高
額
介

１７

１０

護
サ
ー
ビ
ス
費
の
負
担
の
上
限
額
が
変
更

と
な
り
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
と

は
、
月
々
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
１
割
負
担

の
合
計
額
が
、
所
得
に
応
じ
た
一
定
の
上

限
額
を
超
え
た
場
合
に
、
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
に
、
そ
の
超
え
た
部
分
を
支
給
す

る
制
度
で
す
。

　

平
成　

年　

月
サ
ー
ビ
ス
利
用
分
か

１７

１０

ら
、
そ
の
負
担
の
上
限
額
の
一
部
が
変
更

と
な
り
、
住
民
税
世
帯
非
課
税
の
方
は
、

所
得
に
応
じ
て
、
個
人
単
位
の
上
限
額
が

設
定
さ
れ
ま
す
。（
下
表
）

　

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
対
象
と
な
る

方
に
は
、
平
成　

年　

月
以
降
に
申
請
さ

１７

１０

れ
た
方
を
除
き
、
申
請
書
を
お
送
り
し
ま

す
の
で
、
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、

ご
申
請
く
だ
さ
い
。

◆
介
護
保
険
課
（
�保
 
�
内
線　

）
２３２１

負担の上限額
対　象　の　方

個　　人世　　帯

15,000円・生活保護の受給者

15,000円２４,６00円
・住民税世帯非課税で、老齢福祉年
金の受給者

※15,000円
改正前は２４,６00円

２４,６00円
・住民税世帯非課税で、合計所得金
額と課税年金収入額の合計が８０万
円以下の方

２４,６00円
・住民税世帯非課税で、合計所得金
額と課税年金収入額の合計が８０万
円以上の方

３７,２00円・上記以外の方

（表）

今年度のポスターに採用
された田無第二中学校１
年黒住亮太さんの作品

　

環
境
講
演
会
の
第
２
回
目
を
開
催
し
ま

す
。
好
評
だ
っ
た
１
回
目
は
『
地
球
温
暖

化
と
身
近
な
水
・
緑
・
土
』
と
い
う
テ
ー

マ
の
も
と
、「
西
東
京
い
こ
い
の
森
公
園
」

に
て
屋
外
観
察
を
行
い
ま
し
た
。
身
近
に

あ
る
木
々
に
触
れ
た
り
、
公
園
の
ビ
オ
ト

ー
プ
の
水
と
水
道
水
に
醤
油
を
１
滴
た
ら

し
た
水
、ど
ち
ら
が
き
れ
い
な
水
な
の
か
、

実
験
を
行
い
、
公
園
の
水
が
き
れ
い
な
こ

と
が
分
か
っ
た
と
き
は
、
ま
さ
に
目
か
ら

鱗
の
内
容
で
し
た
。

　

２
回
目
の
講
演
は
、『
地
球
温
暖
化
と
家

庭
・
安
全
・
健
康
』
を
テ
ー
マ
に
し
て
、

１
回
目
の
講
演
会
で
配
布
し
た
、
環
境
家

計
簿
を
も
と
に
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を

計
算
し
ま
す
。
そ
し
て
自
分
た
ち
の
日
常

生
活
が
ど
の
よ
う
な
形
で
自
然
環
境
に
影

響
を
与
え
て
い
る
の
か
考
え
ま
す
。
ま
た

「
旬
の
食
べ
物
が
環
境
に
も
身
体
に
も
い

い
」
そ
の
理
由
や
、
自
分
た
ち
の
身
近
な
食

べ
物
が
口
に
運
ば
れ
て
く
る
ま
で
に
、ど
の

く
ら
い
の
二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
て
い
る

の
か
考
察
し
ま
す
。他
に
も
普
段
気
づ
か
な

い
よ
う
な
内
容
の
も
の
ば
か
り
で
す
。

　

２
回
目
の
み
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

そ
の
際
参
加
の
方
々
に
は
環
境
家
計
簿
欄

も
付
い
て
い
る
冊
子「
西
東
京
市
の
環
境
」

を
お
配
り
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▽
と
き
・
と
こ
ろ　

１
月　

日
（
水
）
午

１８

後
２
時
〜
４
時
・
防
災
セ
ン
タ
ー
６
階

▽
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

４０

▽
内
容　
「
地
球
温
暖
化
と
家
庭
・
安
全
・

健
康
」

▽
講
師　

小
野 
紀
之
さ
ん（
環
境
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
）

▽
申
込　

当
日
直
接
会
場
へ

◆
環
境
保
全
課
（
�保
 
�
内
線　

）
2211

環

境

講

演

会

環　

境　

講　

演　

会

　
「
西
東
京
市
南
町
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流
セ
ン
タ

ー
（
南
町
五
丁
目
６
番
５
号
）」
が
５
月
に
開
館
を

予
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
使
用
に
関
す
る
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
西
東
京
市
南
町
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流
セ
ン
タ

ー
」
は
ス
ポ
ー
ツ
と
展
示
等
の
文
化
活
動
が
可
能

な
多
目
的
ホ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

使
用
を
予
定
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
お
よ
び
文
化

団
体
は
、
団
体
登
録
が
新
た
に
必
要
と
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

▽
と
き　

１
月　

日
（
木
）
第
１
回
…
午
後
２
時

１２

〜
４
時
、
第
２
回
…
午
後
６
時
〜
８
時

▽
と
こ
ろ　

市
民
会
館　

◆
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
�保
 
�
内
線　

）
２７１４
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こ
の
調
査
は
、
平
成　

年
１７

　

月　

日
を
基
準
日
と
し
て

１２

３１

製
造
業
を
営
む
事
業
所
を
対

象
に
、
１
年
間
の
生
産
活
動

に
伴
う
製
造
品
の
出
荷
額
な

ど
を
調
査
し
、
製
造
業
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
調
査

結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団

体
の
行
政
施
策
の
重
要
な
基

礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

　

調
査
票
の
配
布
、回
収
は
、

東
京
都
知
事
か
ら
任
命
さ
れ

た
調
査
員
が
、
１
月
中
旬
か

ら
２
月
上
旬
に
か
け
て
事
業

所
を
訪
問
し
ま
す
。
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。　

な
お
、回
収
さ
れ
た
調

査
票
は
、
統
計
の
目
的
以
外

工工
業業
統統
計計
調調
査査
にに

ごご
協協
力力
くく
だだ
ささ
いい

に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

◆
管
財
課
（
�田
 
�
内
線　

）
１２２１

�　

生
産
緑
地
法
に
基
づ
く
生

産
緑
地
地
区
の
追
加
指
定
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
都
市
計

画
変
更
の
時
期
は
、
指
定
申

請
を
し
た
翌
年
度
と
な
り
ま

す
の
で
、
来
年
度
指
定
の
締

切
は
３
月　

日
に
な
り
ま

３１

す
。

　

詳
し
く
は
、
都
市
計
画
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▽
申
請
窓
口　

都
市
計
画
課

（
保
谷
庁
舎
５
階
）

▽
受
付
期
間　

随
時

◆
都
市
計
画
課
（
○保
 
�
内
線

　

）
２４１４

�　

傍
聴
希
望
の
方
は
、
事
前

生生
産産
緑緑
地地
地地
区区
のの

追追
加加
指指
定定
にに
つつ
いい
てて

審審
議議
会会
等等
開開
催催
情情
報報

に
担
当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
（
人
数
は
傍
聴
者

数
で
す
）。

■
社
会
教
育
委
員
の
会
議

（
社
会
教
育
課
・
内
線　

）
２７１１

…
１
月　

日
（
木
）
午
後
２

１２

時
・
保
谷
庁
舎
会
議
室
・
社

会
教
育
関
係
団
体
補
助
金
に

つ
い
て
・
５
人　

■
障
害
児
教
育
検
討
懇
談
会

（
学
務
課
・
内
線　

）
…
１

２６２１

月　

日
（
月
）
午
前　

時
・

３０

１０

防
災
セ
ン
タ
ー
・
特
別
支
援

教
育
に
つ
い
て
・　

人
１０

�　

郵
政
弘
済
会
東
京
地
方
本

部
様
（
ポ
ー
タ
ブ
ル
ア
ン
プ

一
式
）

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

◆
管
財
課
（
�田
 

�
内
線　

）
１２１１

寄寄

付付

・・

寄寄

贈贈

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

車 座 集 会 の ご 案 内
（ タ ウ ン ミ ー テ ィ ン グ ）

　

こ
の
た
び
、ア
メ
リ
カ
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
、

シ
カ
ゴ
ホ
ワ
イ
ト
ソ
ッ
ク
ス
で
ワ
ー
ル
ド
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
き
、
ま
た
ワ
ー
ル
ド
・
ベ

ー
ス
ボ
ー
ル
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
に
日
本
代
表
と

し
て
選
出
さ
れ
た 
井  
口  
資  
仁 
選
手
に
、
西
東

い 

ぐ
ち 
た
だ 
ひ
と

京
市
民
栄
誉
賞
の
贈
呈
を
正
式
に
決
定
し
ま

し
た
。
市
民
栄
誉
賞
は
、
同
氏
が
第
１
号
と

な
り
ま
す
。

　

同
氏
は
、
１
９
７
４
年
に
田
無
市
で
生
ま

れ
、
そ
の
後
も
市
内
公
立
小
・
中
学
校
に
通

う
か
た
わ
ら
、
市
内
リ
ト
ル
リ
ー
グ
等
で
野

球
の
基
礎
を
学
ぶ
な
ど
当
市
と
の
縁
が
深

く
、
福
岡
ダ
イ
エ
ー
ホ
ー
ク
ス
（
現
福
岡
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
）
入
団
後
も
、
当
市

を
は
じ
め
関
係
団
体
に
車
い
す
を
寄
附
す
る

な
ど
、
熱
心
な
社
会
貢
献
も
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
功
績
に
対
し
て
、
当
市

は
、
市
民
に
夢
と
希
望
を
与
え
、
広
く
市
民

に
敬
愛
さ
れ
た
と
し
て
、
同
賞
を
贈
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
な
お
、
贈
呈
式
は
、
同
氏
と
日
程
を
調
整
中
で
す
。

◆
市
長
室
（
�田
 
�
内
線　

）
１２６２

米
大
リ
ー
グ
の
井
口
資
仁
選
手
に

初
の
市
民
栄
誉
賞
！
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